
私たちは市民による市民のためのメディアが活性化して市民社会の基盤を形

成していくことを願っています (パブリックアクセス)。 現在欧米や韓国におい

てすでにその実現が見られますが、日本においても各地でその萌芽や実践が見
られるようになりました。

また本年 12月 に試験放送がスタートする地上波テ
゛
シ
゛
タル放送はメディア構造

に変革をもたらし、市民メディアやパブリックアクセス活性化を推じ進める可

能性を秘めてぃます。

このような時期に、市民メディア活性化をめざし多様に活動する市民・団体、

関係者が集い、その目的・特長・課題などの情報を共有しネットワークを結ぶ

ことによって、更に大きな推進の輪止広げ止い.と思二L.卜主す。
各地の積極的な事例を学びましょう。夢と課題を語り、
テップをめざしましょう !

そしてともに次のス

日 日寺
場 所
対 象

参加費

主 催

お申し込み

お問合わせ

2004年 1月 24日 (土)13100～ 18100
なごやボランティアNPOセ ンター第 1研修室 (予定)
市民メテ
゛
ィア・ハ
゜
フ
゛
リックアクセスを実践あるいは今後めざしている市民・団

体、関係者、上記の主旨に興味をお持ちの方ならどなたでも

2,000円 (学生は500円 )
市民メディア交流集会 2004連絡協議会
NPO法人シビックメディア、NPO法人むさしのみたか市民テレビ局、湘南テレビ、市民
とメディア研究会・あくせす、NPO法人京都コミュニティ放送、熊本プリズム

あくせすホームページからお申し込みできます。http:〃accessetcp.lp(11/ュ より)

市民とメディア研究会・あくせす (担当 ;木野)
〒461‐o005名吉屋市東区東桜 2‐ 18・ 3‐702

NPO法人ホIランタリーネイバ―ス゛気付け
丁E L :052‐ 979‐6446 1F A X 1052‐ 979‐6448

E一 m a i l laccess@輔 o‐jponet

内容は裏面をご覧ください。
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L主主ず_…… 、雪賀F雌な嫌できます:  |
1.基調講演  岸本 ,晃さん (熊本プリズム)
熊本だより～住民ディレクターの生み出し方と活力の継続～ (仮タイトル)

熊本では市民によるメディアアクセス活動が相変わらず元気です。住民ディレクタはすっ

かり根づき、CS放送、地上波放送に番組を提供するパワーでがんばっています。その活

力、特に住民ディレクターの生み出し方、持続する力について語つていただきます。

2.事例発表   *発 表事例以外の事例紹介・交流の方法は別途検討します。
地域・使用メディアロ組織形態にハ

゛
リエーションを持たせtA:発信するひとと放送内容 B:組織

運営と経営基盤 C:メディア活用とハ
゜
―トナーシ

'プ

の切り口で事例報告を行ないます。

*事例の〔〕内は、地域、使用メディア、組織形態の順です。

(1)シ ビックメディア (本L幌市、インターネット放送、NPO法人 (2)むさしのみたか市民
テレヒ
や
局 (三鷹市疇武蔵野市、ケープリレテレビ、NPO法人)(3)湘南テレビ(藤沢市、インターネ

ット放送、NPO法人をめざす市民団体)(4)二重テレビ (二重県、地上波テレビ、放送事業
者)(5)京都コミュニティ放送 <京都三条ラジオカフエ>(京都市、コミュニティFM、 NPO
法人)(6)中海テレヒ

゛
(米子市、ケーブルテレビ、放送事業者と運営協議会 )

3.車座ディスカッション

興味のある事例毎に車座で意見交換口情報交流をおこないます:           :
4.まとめ、市民メディアネウトワークに向けて

(1)6つの車座参加者からまとめをしてもらいます。

(2)今後の交流の基盤の提案と今後の方向性について意見交換します。

5口 懇親会

近くの会場にて懇親会を開催予定です。(参加費別途 )

6.その他
・今後の情報については、あくせすホームページにて公開する予定です。

・遠方の方で宿泊希望があれば斡旋など行なう予定です。

なごや日まちコミ映像祭のご案内

・市民がつくる<まちづくりをテーマとしたビデオ映像>のコンテストが開催されます。

今回で第3回。過去2回のコンテストにおいてもすばらしい映像作品が寄せられています。

・市民とメディア研究会・あくせすも開催協力をしております。本交流集会の翌日1月 25日

(日 )の開催です。併せてご参加ください。もちろん作品応募も歓迎です。

(案内チラシをご参照ください。)


